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「連携の促進・活用」 ワークショップ 

【ワークショップの目的】 
  ・新たな事業・製品・サービス等の創出のためのヒントを得る 

  ・産業を活性化させる基盤の強化のために何をなすべきかの 

    案を探る 

【「連携の促進・活用」の めざすべき姿】 

  市内産業に関わる多くの人々の連携・交流の促進により、 
  活性化された茨木市 

【期待される効果】 

  産業活性化につながる基盤の強化  →  事業活動の発展 



産学連携についての問題提起 

【事業者に必要なもの】 

  ・自分たちの強みを知る。 

  ・課題・やりたいことの明確化。 

  ・オープンマインドな姿勢と 

   チャレンジ精神。 

  ・研究室のドアをノックする勇気。 

 

 

【大学に必要なもの】 
  ・事業者が相談しやすい 

   雰囲気づくり。 

  ・大学の先生を知ってもらう 

   機会の提供。 

  ・事業者への歩み寄り。 

【求められる『場』・『機能』】 
  ・事業者が大学と気軽に接することができる場と機会 

  ・大学のシーズを噛み砕いて説明してくれる人と場 

接点が少ない 



市民や学生についての問題提起 

 イベント、産学連携活動 

 おもしろいスポット （お店・観光地 など） 
 おすすめの商品・製品       など 

様々な情報 

  茨木市にかかわる人々 

関心層 無関心層 

広く・効果的に 
発信できている？ 発信 

市民、買物客 
学生、通勤者 など 

興味・関心 



“大事”キーワードから「連携」を考える 

茨木 

らしさ 

親近感 

集まる
場 

学生 
情報 

発信 

連携の促進・活用 

商店街の活性化 

柱として考えてみよう！ 



JR駅前商店会の状況 

＜現状＞ 

  立命館大学が開学し、学生が増えたが・・・ 

      JR茨木駅までで学生は分断 

      商店街は通り道にすぎない 

＜理想＞ 

学生の動き（流れ）を商店街まで！ 
  学生を軸とした取り組みの展開      

  （チャレンジショップ、イベントボランティアなど） 



商店街に人を呼び込むには・・・ 

◆「情報」で人をひきつける 
    そこでなければ得られない情報 

    個々の「いいもの」を結び付けて発信 

 

◆人が滞留できる「場」 の提供 
    誰にでも分かるスペース 

    誰もが入りやすいスペース 

 

◆大型店にはない特徴 
 

まずは、  

 市内で周遊し、 

 商店街に来てもらう 

 ことが必要 



【提案①】 市内を周遊してもらうために・・・ 

  茨木童子と “語ろう” 構想 

茨木童子 

 僕は○○の○○が大好
物で、食べた後、○○を見
学し、○○するのが楽しみ

だー！     

 グルメスポット 

 お土産スポット 

 休憩スポット ・・・ 

 古墳 

 遺跡（キリシタンなど） 

 工場見学 ・・・     

観光スポット 

商店街 

問題点 
・「茨木童子」の活用方法等の整理 

・人が参加するメリット感が希薄 



【提案②】 参加するメリットを考えて・・・ 

   いばらきグルメ “暦” 構想 

商店街 

↓ 

飲食店がある 

身近なテーマ 

↓ 

幅広い参加者 

美味しい 

↓ 

参加のメリット 

1月 
カレー 

2月 
パン 

3月 
野菜 4月 

麺 
5月 

肉 6月 

魚 
7月 
ｽｲｰﾂ 

8月 
ゴマ 

9月 
ｺｰﾋｰ 

10月 

粉ﾓﾝ 

11月 

さつ
まい
も 

12月 

菓子 

＜事例＞ スイーツフェア、カレーサミット など 



【提案③】  

   商店街  「まちの駅」 構想 

商店街  
人が集う場所・情報発信拠点 

市民 

商店主 

起業者 

生産者 学生 
市民 

学生 

通勤者 

買物客 

観光客 

ワクワク感 ワクワク感 

観光 
イベント 

グルメ 体験 
見学 

グッズ 
まちゼミ 

情
報 



【提案④】  

   インターネットサイトの開設 

商店街をとりまく 主体 

インターネットサイト 

（情報受発信のプラットフォーム） 

市民・消費者・学生・観光客 など 

楽しみながら 

情報を 

作る・伝える 

 情報を発信 

 感想等を投稿 

他のサイト 

発信 

発信 受信 

  感想 
 情報提供 



連携を促進するためには・・・ 

◆人が集まる場 
   人が集まり、つながりが生まれる 

   集まった人々がステップを踏んで取組みを進める 

◆情報が行き交う場 
   情報を発信することで、ターゲットへ働きかけ 

   受信側からのレスポンス  

 



連携の促進に向けて 

 各主体が集まる「場」「機会」の設定 

連携のプラットフォーム 
現状把握→課題・目標設定→アイデア出し 

事業者 消費者 

市民 
支援機関 

大学 

各取組の実施部隊 

楽しく 

参加・参画 


